
町からのお知らせ

　町内各地で、イノシシやタヌキ、アナグマなどの有害鳥獣による農作物などへの被害報告が寄せられ
ています。未収穫の農作物や野菜くず、生ごみなどを農地に放置するのは、有害鳥獣への餌づけとなり
ますので、絶対にしないでください。
　最近では、住宅地での目撃情報も多数寄せられており、今後人的被害も懸念されます。目撃された場
合は決して刺激を与えず、近寄ったり、エサを与えたりしないでください。
　また、家や小屋など戸締りを徹底し、家屋内への侵入を防ぐなど、対策をお願いします。
　電気柵、ワイヤーメッシュ柵等の自己防衛を行ったにも関らず被害が生じる地域については、町から
玉名猟友会菊水支部、三加和有害鳥獣駆除隊へ捕獲駆除を依頼しますので、農林振興課までご連絡くだ
さい。

　毎年、県内では10人前後の尊い命が農作業事故で失われています。
　特に、65歳以上の高齢者による事故やトラクターなどの農業機械による事故が多く発生しています。
農作業を行う際は、次の「農作業事故防止のポイント」を徹底しましょう。

■農作業事故防止のポイント
・農作業を行う際は、余裕をもった作業を心掛けましょう。
・安全フレームのあるトラクターを使用し、シートベルト・ヘルメットを着用しましょう。
・ 道路やほ場の傾斜や路肩などの作業環境を十分確認し、事故を起こしにくい環境づくり
　を心掛けましょう。
・機械の点検や清掃は、必ずエンジンを止めてから行いましょう。
・ やむを得ず一人で作業する場合は、家族に作業場所を告げて作業をしましょう。
・ 「自分だけは事故を起こさない」と思わずに、農作業の安全に心がけましょう。

　春は野鳥の繁忙期です。巣立ちしたヒナが地面に落ちているのを見かけた場合は、近くに姿が見えな
くても親鳥が世話をしていますので拾わないようにしましょう。
　熊本県では、５月10日から一カ月間を指導取締強化月間と定め、違法捕獲等の防止に取り組んでいま
す。野生鳥獣または鳥類の卵は、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律により、狩猟に
よる捕獲、許可を受けたもの以外は、原則としてその捕獲、殺傷又は採取が禁止されています。町民の
皆様の御理解と御協力をお願いします。
　なお、野生鳥獣（メジロ、ホオジロなど）の愛がん飼養目的の捕獲は、鳥獣の乱獲を助長する恐れが
あることから許可していません。
　詳しくは、農林振興課、または熊本県県北広域本部玉名地域振興局林務課までご連絡ください。

鳥獣被害を防止しましょう
問　農林振興課　林務係　☎0968・34・3111

農作業事故を防ぎましょう
問　農林振興課　農業政策係　☎0968・34・3111

繁殖期の野鳥保護及び指導取締強化月間
問　農林振興課　林務係　　　☎0968・34・3111
玉名地域振興局　林務課　☎0968・74・2138
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